
たくさんのお客様にご来校いただき、
子ども達の日頃の学習の成果をご覧い

ただけて、子ども達にとっても私ども職
員にとっても、本当に嬉しい１日になり

ました。お忙しい中、おいでいただいた保護者や地域の皆様に感謝申し上げます。

子ども達は、この日に向けて一生懸命練習に励みました。学習発表会の準備期間中の学校
は、いつもより一段と活気がありました。子ども達は、自分達を表現する舞台に向けて本気で取り
組んでいました。校長室には、毎朝その日の欠席状況が報告されるのですが、学習発表会の準

備や練習が本格化する頃から、欠席数が減りました。子ども達にとって、一人一人に出番と役割
があり、はっきりした目標があることが学校生活の充実につながっているからだと感じました。
学習発表会について、職員会議で話し合ったときに、校長から「子ども達が

主体的に作っていく内容にしましょう。」と職員に指示しました。実は、指導す
る側から見ると、子ども達の考えで進めるのは、大人が中心になって進めてい
くよりも何倍も手間と労力がかかるのです。各学年共に、子ども達の成長を願

って、子ども達の主体的な活動を大切にした成果が発表に表現されていたと
思います。

教育相談・個別懇談について

○ 主な日程

教育相談（１０／２９～１１／８） 子ども達と担任が個別に教育相談をします。
QU テスト（１１／１１ 予定） 学級づくりに関するテストです。
個別懇談（１１／２０～２６） 保護者の皆さんと担任の懇談です。

○ ねらい
・ ４月からの学びの成果を確かめ合う。
・ お子さん一人一人をよく理解する。

・ 保護者の皆さんのお考えや思いをよく理解する。
・ 保護者の皆さんやお子さんの悩み事や、困っていることについて相談を受ける。
・ 不登校、いじめ等を予防、早期発見する。

教育相談のねらいをまとめると「保護者、子ども、担任が分かり合う」になると思います。そのた
めに、先ず子ども達との相談から始めて、学級の状態ついて調べる QU テストを行い、これを受
けて最後に保護者の皆さんとお話しするようにしています。

「ＱＵテスト」とは

学級集団について調べるアンケート型のテストです。一人一人の自分の学級に対する気
持ち、学校生活への意欲、人とのつながりなどが分かります。学校では、よりよい学級づくり
の資料として活用しています。

校長室は、いつでも開いてます

いつでも校長室においでください。個別懇談期間中、できる限り校長室を開けておきます。
個別期間外や、電話での相談も OK です。心配事、気になること、詳しく説明して欲しいこと、
納得できないこと、要望、子育て相談、学習の相談など、どのような内容でもＯＫです。おうち

で一人で悩んでいても、なかなか出口が見つからないことはよくあります。校長が、全てを解
決できるわけではありませんが、人に話すと楽になることもあります。
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